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ＭＣＳ－１６４０Ｊ  REMOTE制御詳細 
 
1.プロトコル 
 
  RS-232C準拠/RS-485（Half Duplex）準拠 
  Start Bit １ 
  Stop Bit １ 
  Data Bit ８ 
  Parity Even 
  Data Rate １２００,２４００,４８００,９６００bps可変 
  Code  ASCII 
  ターミネート CR LF 
 
2.Writeコマンド 
マルチプレクサ（MCS-1640）がMenuを表示している状態ではコマンドを受け付けません。 
「ＭＥＮＵ+CR,LF」を返します。 

  
  2-1.Answer 
     「ＧＯ+CR,LF」  正常受信、正常実行 
     「ＧＮ+CR,LF」  正常受信であるがMODEが違うため実行しない 
     「Ｅ０+CR,LF」  フレーミングエラー 
     「Ｅ１+CR,LF」  パリティエラー 
     「Ｅ２+CR,LF」  オーバーランエラー 
     「Ｅ３+CR,LF」  コマンドエラー 
     「ＭＥＮＵ+CR,LF」  Menu状態 
     「ＬＯＣＫ+CR,LF」  Lock状態 
    「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」  Alarm状態 
    「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」 Freeze状態 
    「ＢＹＰＡＳＳ+CR,LF」 VCR Bypass状態 
 
  2-2.Command 
 
   2-2-1.「ＡＤＴｎｎ+CR,LF」（Alarm Duration Time） 
   ALARM DURATION TIMEの設定をします。 
   ｎｎｎは時間で単位は､秒です。設定範囲は【００１】～【９９９】秒です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-2.「ＡＩＣＢ+CR,LF）（Alarm Input Contact Break） 
   ALARM INPUT CONTACTの設定を【BREAK】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-3.「ＡＩＣＭ+CR,LF」（Alarm Input Contact Make） 
   ALARM INPUT CONTACTの設定を【MAKE】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-4.「ＡＭＥ+CR,LF」（Alarm Mode External） 
   ALARM MODEの設定を【ＥＸＴ．】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-5.「ＡＭＩ+CR,LF」（Alarm Mode Internal） 
   ALARM MODEの設定を【ＩＮＴ．】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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   2-2-6.「ＡＲＢ+CR,LF」（Alarm Return Before.） 
   ALARM RETURNの設定を【ＢＥＦＯＲＥ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-7.「ＡＲＦ+CR,LF」（Alarm Return Fix） 
   ALARM RETURNの設定を【ＦＩＸ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-8.「ＡＶＰ２+CR,LF」（Alarm VCR Pattern 2H） 
   ALARM VCR PATTERNの設定を【２Ｈ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-9.「ＡＶＰＦ+CR,LF」（Alarm VCR Pattern Fix） 
   ALARM VCR PATTERNの設定を【ＦＩＸ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-10.「ＡＶＰＮ+CR,LF」（Alarm VCR Pattern None） 
   ALARM VCR PATTERNの設定を【ＮＯＮＥ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-11.「ＢＬＢ+CR,LF」（Border Line Black） 
   BORDER LINEの設定を【ＢＬＡＣＫ】に設定します。 
 
   2-2-12.「ＢＬＷ+CR,LF」（Border Line White） 
   BORDER LINEの設定を【ＷＨＩＴＥ】に設定します。 
 
   2-2-13.「ＢＬＯ+CR,LF」（Border Line Off） 
   BORDER LINEの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
 
   2-2-14.「Ｃ０１+CR,LF」～「Ｃ１６+CR,LF」（Camera ch.1～16） 
   カメラのチャンネルNo.１～１６を選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
   但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますと「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-15.「ＣＡ０１＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」～「ＣＡ１６＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」 
   （Character title ch.１～16） 
   各チャンネルのタイトルキャラクタを設定します。 
   タイトルの文字長さは８文字なので８文字未満の場合は､スペース文字を設定してください。 
   ＊印はキャラクタで別紙のASCII Code表を参照してください。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを 実行しません。 
 
   2-2-16.「ＣＣＡ+CR,LF」（Connector Connection Alarm） 
   REMOTE INの設定を【ＡＬＡＲＭ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-17.「ＣＣＲ+CR,LF」（Connector Connection Remote） 
   REMOTE INの設定を【ＲＥＭＯＴＥ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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   2-2-18.「ＣＡＳＦ+CR,LF」（Camera Auto Sequence Full） 
   単画面オートシケンスのカメラ切換えを選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
   但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますとFreezeを強制解除します。 
 
   2-2-19.「ＣＡＳＭ+CR,LF」（Camera Auto Sequence Multi） 
   分割画面オートシケンスのカメラ切換えを選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
   但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますとFreezeを強制解除します。 
 
   2-2-20.「ＣＭ４Ａ+CR,LF」～「ＣＭ４Ｄ+CR,LF」（Camera Multi 4分割A～D） 
   カメラの４分割A～４分割Dを選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
   但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますとFreezeを強制解除します。 
 
   2-2-21.「ＣＭ９Ａ+CR,LF」～「ＣＭ９Ｂ+CR,LF」（Camera Multi 9分割A～B） 
   カメラの９分割A～９分割Bを選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
   但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますとFreezeを強制解除します。 
 
   2-2-22.「ＣＭ１６+CR,LF」（Camera Multi 16分割） 
   カメラの１６分割Ａを選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
   但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＧＮ+CR,LF」を返し強制解除をしません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますとFreezeを強制解除します。 
 
   2-2-23.「ＣＡＳＴｎｎ+CR,LF」（Camera Auto Sequence Time） 
   AUTO SEQ. TIMEの設定をします。 
   ｎｎｎは時間で単位は､秒です。 設定範囲は【００１】～【９９９】秒です。 
 
   2-2-24.「ＣＴＦＯＮ+CR,LF」（Character Title Full On） 
   TITLE MONITOR FULLの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-25.「ＣＴＦＯＦ+CR,LF」（Character Title Full Off） 
   TITLE MONITOR FULLの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-26.「ＣＴＭＯＮ+CR,LF」（Character Title Multi On） 
   TITLE MONITOR MULTIの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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   2-2-27.「ＣＴＭＯＦ+CR,LF」（Character Title Multi Off） 
   TITLE MONITOR MULTIの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-28.「ＣＴＶＯＮ+CR,LF」（Character Title VCR output On） 
   TITLE VCR OUTPUTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-29.「ＣＴＶＯＦ+CR,LF」（Character Title VCR output Off） 
   TITLE VCR OUTPUTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-30.「ＣＸ０１ｎｎ+CR,LF 」～「ＣＸ１６ｎｎ+CR,LF」（Character title position Ｘ座標） 
   各チャンネルのTITLE POSITIONのＸ座標（横）を設定します。 
   ｎｎは座標値で範囲は､【０１】～【１７】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-31.「ＣＹ０１ｎｎ+CR,LF」～「ＣＹ１６ｎｎ+CR,LF」 （Character title position Ｙ座標） 
   各チャンネルのTITLE POSITIONのＹ座標（縦）を設定します。 
   ｎｎは座標値で範囲は、【０３】～【１２】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-32.「ＤＳＤｎｎ+CR,LF」（Date Set Day） 
   日付の日の単位の設定をします。 
   ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【３１】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-33.「ＤＳＭｎｎ+CR,LF」（Date Set Month） 
   日付の月の単位の設定をします。 
   ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【１２】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 

 
   2-2-34.「ＤＳＹｎｎ+CR,LF」（Date Set Year） 
   日付の年の単位の設定をします。 
   ｎｎは設定値で範囲は【００】～【９９】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-35.「ＥＮＯＮ+CR,LF」（Event Number On） 
   ALARM EVENT NUMBERの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-36.「ＥＮＯＦ+CR,LF」（Event Number Off） 
   ALARM EVENT NUMBERの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-37.「ＥＲ+CR,LF」（Event memory Reset） 
   記憶されているアラームのイベントメモリを全て消去します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-38.「ＦＯＮ+CR,LF」（Freeze On） 
   Playback（VCR再生画面）時､画面をFreezeします。 
   Playback（VCR再生画面）時でない場合に､このコマンドを受けますと「ＧＮ+CR,LF」を 
   返しコマンドを実行しません。。 
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   2-2-39.「ＦＯＦ+CR,LF」（FREEZE OFF） 
   Playback（VCR再生画面）時､FREEZEされている画面を解除します。 
   Playback（VCR再生画面）時でない場合に､このコマンドを受けますと「ＧＮ+CR,LF」を 
   返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-40.「ＬＳＦ０１Ｌ+CR,LF」～「ＬＳＦ１６Ｌ+CR,LF」（Live channel Sequence Full Live） 
   LIVE CHANNEL SEQUENCE FULLの各チャンネルの設定を【ＬＩＶＥ】に設定します。 
 
   2-2-41.「ＬＳＦ０１Ｓ+CR,LF」～「ＬＳＦ１６Ｓ+CR,LF」（Live channel Sequence Full Skip） 
   LIVE CHANNEL SEQUENCE FULLの各チャンネルの設定を【ＳＫＩＰ】に設定します。 
 
   2-2-42.「ＬＳＭ４ＡＬ+CR,LF」～「ＬＳＭ１６Ｌ+CR,LF」（Live channel Sequence Multi Live） 
   LIVE CHANNEL SEQUENCE MULTIの各チャンネルの設定を【ＬＩＶＥ】に設定します。 
 
   2-2-43.「ＬＳＭ４ＡＳ+CR,LF」～「ＬＳＭ１６Ｓ+CR,LF」（Live channel Sequence Multi Skip） 
   LIVE CHANNEL SEQUENCE MULTIの各チャンネルの設定を【ＳＫＩＰ】に設定します。 
 
   2-2-44.「ＬＶ０１Ｌ+CR,LF」～「ＬＶ１６Ｌ+CR,LF」（Live channel VCR Live） 
   LIVE CHANNEL VCRの各チャンネルの設定を【ＬＩＶＥ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-45.「ＬＶ０１Ｓ+CR,LF」～「ＬＶ１６Ｓ+CR,LF」（Live channel VCR Skip） 
   LIVE CHANNEL VCRの各チャンネルの設定を【ＳＫＩＰ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-46.「ＬＯＮ+CR,LF」（Lock On） 
   フロントスイッチにロックをかけ操作を不可能にします。 
   また､RS-232Cコマンド,リモートによるチャンネル切換えも受け付けません。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Playback（VCR再生画面）状態,VCR Bypass状態の時に､このコマンドを受けますと 
   「ＧＮ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-47.「ＬＯＦ+CR,LF」（Lock Off） 
   フロントスイッチのロック状態を解除します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Playback（VCR再生画面）状態,VCR Bypass状態の時に､このコマンドを受けますと 
   「ＧＮ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-48.「Ｐ０１+CR,LF」～「Ｐ１６+CR,LF」（Playback ch．1～16） 
   Playback（VCR再生画面）チャンネルNo.１～16を選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますと「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-49.「ＰＡＯＮ+CR,LF」（Playback Alarm On） 
   CAMERA←P.Bの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-50.「ＰＡＯＦ+CR,LF」（Playback Alarm Off） 
   CAMERAP.Bの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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   2-2-51.「ＰＭ４Ａ+CR,LF」～「ＰＭ４Ｄ+CR,LF」（Playback Multi ４分割A～D） 
   Playback（VCR再生）の４分割A～４分割Dの画面を選択します。 
     「ＰＭ４Ａ+CR,LF」 １～４チャンネル 
     「ＰＭ４Ｂ+CR,LF」 ５～８チャンネル 
     「ＰＭ４Ｃ+CR,LF」 ９～12チャンネル 
     「ＰＭ４Ｄ+CR,LF」 13～16チャンネル 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますと「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-52.「ＰＭ９Ａ+CR,LF」～「ＰＭ９Ｂ+CR,LF」（Playback Multi ９分割A～B） 
   Playback（VCR再生）の９分割A～９分割Bの画面を選択します。 
     「ＰＭ９Ａ+CR,LF」 １～９チャンネル 
     「ＰＭ９Ｂ+CR,LF」 ８～16チャンネル 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますと「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-53.「ＰＭ１６+CR,LF」（Playback Multi 16分割） 
   Playback（VCR再生）の16分割画面を選択します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますと「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-54.「ＳＭ０１+CR,LF」～「ＳＭ１６+CR,LF」（Spot Monitor ch.1～16） 
   SPOT MONITORのチャンネル設定をします。 
 
   2-2-55.「ＴＳＤＤ+CR,LF」（Time Signal Display D/M/Y） 
   TIME SIGNAL DISPLAYの設定を【Ｄ／Ｍ／Ｙ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-56.「ＴＳＤＭ+CR,LF」（Time Signal Display M-D-Y） 
   TIME SIGNAL DISPLAYの設定を【Ｍ－Ｄ－Ｙ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-57.「ＴＳＤＹ+CR,LF」（Time Signal Display Y.M.D） 
   TIME SIGNAL DISPLAYの設定を【Ｙ．Ｍ．Ｄ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-58.「ＴＳＦＯＮ+CR,LF」（Time Signal monitor Full On） 
   TIME SIGNAL MONITOR FULLの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-59.「ＴＳＦＯＦ+CR,LF」（Time Signal monitor Full Off） 
   TIME SIGNAL MONITOR FULLの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-60.「ＴＳＭＯＮ+CR,LF」（Time Signal monitor Multi On） 
   TIME SIGNAL MONITOR MULTIの設定を【ＯＮ】に設定します。 
 
   2-2-61.「ＴＳＭＯＦ+CR,LF」（Time Signal monitor Multi Off） 
   TIME SIGNAL MONITOR MULTIの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
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   2-2-62.「ＴＳＶＯＮ+CR,LF」（Time Signal VCR output On） 
   TIME SIGNAL VCR OUTPUTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-63.「ＴＳＶＯＦ+CR,LF」（Time Signal VCR output Off） 
   TIME SIGNAL VCR OUTPUTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-64.「ＴＳＡ+CR,LF」（Time Set Adjust） 
   時刻の秒の単位を００に設定します。 
   その時の時刻が３０秒未満の場合００秒に合わせます。 
   その時の時刻が３０秒以上の場合００秒に合わせ分の単位を＋１します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-65.「ＴＳＨｎｎ+CR,LF」（Time Set Hour） 
   時刻の時の単位の設定をします。 
   ｎｎは設定値で範囲は【００】～【２３】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-66.「ＴＳＭｎｎ+CR,LF」（Time Set Minute） 
   時刻の分の単位の設定をします。 
   ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-67.「ＴＳＳｎｎ+CR,LF」（Time Set Second） 
   時刻の秒の単位の設定をします。 
   ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-68.「ＶＢ+CR,LF」（VCR Bypass） 
   VCR Through（Bypass）Modeに切り換えます。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Lock状態の時に､このコマンドを受けますと「ＬＯＣＫ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
   Freeze状態の時に､このコマンドを受けますと「ＦＲＥＥＺＥ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-69.「ＶＬＭＯＯＦ+CR,LF」（Video Loss Monitor Out Off） 
   VIDEO LOSS MONITOR OUTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-70.「ＶＬＭＯＯＮ+CR,LF」（Video Loss Monitor Out On） 
   VIDEO LOSS MONITOR OUTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-71.「ＶＬＶＯＯＦ+CR,LF」（Video Loss VCR Out Off） 
   VIDEO LOSS VCR OUTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-72.「ＶＬＶＯＯＮ+CR,LF」（Video Loss VCR Out On） 
   VIDEO LOSS VCR OUTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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   2-2-73.「ＶＬＣｎｎ+CR,LF」（Video Live Color nn） 
   VIDEO LIVE COLORの設定を【ｎｎ】に設定します。 
   ｎｎは数値で設定範囲は【００】～【１５】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-74.「ＶＰＣｎｎ+CR,LF」（Video Playback Color nn） 
   VIDEO P.B. COLORの設定を【ｎｎ】に設定します。 
   ｎｎは数値で設定範囲は【００】～【１５】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-75.「ＶＲＣｎｎ+CR,LF」（Video Record Color nn） 
   VIDEO RECORD COLORの設定を【ｎｎ】に設定します。 
   ｎｎは数値で設定範囲は【００】～【１５】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-76.「ＶＴＦｎｎｎ+CR,LF」（VCR Trigger Field nnn） 
   VCR TRIGGER FIELDの設定を【ｎｎｎ】に設定します。 
   ｎｎnはField数で設定範囲は【００２】～【９９９】です。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-77.「ＶＴＭＨ+CR,LF」（VCR Trigger Mode High） 
   VCR TRIGGER MODEの設定を【ＨＩＧＨ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-78.「ＶＴＭＬ+CR,LF」（VCR Trigger Mode Low） 
   VCR TRIGGER MODEの設定を【ＬＯＷ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
   2-2-79.「ＶＴＭＯ+CR,LF」（VCR Trigger Mode Off） 
   VCR Trigger Modeの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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3.Readコマンド 
 
  3-1.異常時Answer 
     「Ｅ０+CR,LF」 フレーミングエラー 
     「Ｅ１+CR,LF」 パリティエラー 
     「Ｅ２+CR,LF」 オーバーランエラー 
     「Ｅ３+CR,LF」 コマンドエラー 
 
  3-2.Command 
 
   3-2-1.「ＲＡＥ+CR,LF」（Read Alarm Event件数） 
   記録されているアラームEventの件数を返します。 
     「００+CR,LF」～「１００+CR,LF」 
 
   3-2-2.「ＲＡＤＴ+CR,LF」（Read Alarm Duration Time） 
   ALARM DURATION TIMEの設定値を返します。単位は秒です。 
     「００１+CR,LF」～「９９９+CR,LF」 【００１】～【９９９】 
 
   3-2-3.「ＲＡＩＣ+CR,LF」（Read Alarm Input Contact） 
   Alarm Input Contactの設定を返します。 
     「ＡＩＣＭ+CR,LF」 【ＭＡＫＥ】 
     「ＡＩＣＢ+CR,LF」 【ＢＲＥＡＫ】 
 
   3-2-4.「ＲＡＭ+CR,LF」（Read Alarm Mode） 
   ALARM MODEの設定を返します。 
     「ＡＭＥ+CR,LF」 【ＥＸＴ．】 
     「ＡＭＩ+CR,LF」 【ＩＮＴ．】 
 
   3-2-5.「ＲＡＲ+CR,LF」（Read Alarm Return） 
   ALARM RETURNの設定を返します。 
     「ＡＲＦ+CR,LF」 【ＦＩＸ】 
     「ＡＲＢ+CR,LF」 【ＢＥＦＯＲＥ】 
 
   3-2-6.「ＲＡＶＰ+CR,LF」（Read Alarm VCR Pattern） 
   ALARM VCR PATTERNの設定を返します。 
     「ＡＶＦ+CR,LF」 【ＦＩＸ】 
     「ＡＶ２+CR,LF」 【２Ｈ】 
     「ＡＶＮ+CR,LF」 【ＮＯＮＥ】 
 
   3-2-7.「ＲＢＬ+CR,LF」（Read Border Line） 
   BORDER LINEの設定を返します。 
     「ＢＬＢ+CR,LF」 【ＢＬＡＣＫ】 
     「ＢＬＷ+CR,LF」 【ＷＨＩＴＥ】 
     「ＢＬＯ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-8.「ＲＣＡ０１+CR,LF」～「ＲＣＡ１６+CR,LF」（Read Character title ch.1～16） 
   各チャンネルのキャラクタタイトル設定を返します。 
     「＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」 
 
   3-2-9.「ＲＣＣ+CR,LF」」（Read Connector Connection） 
   REMOTE INの設定を返します。 
     「ＣＣＡ+CR,LF」 【ＡＬＡＲＭ】 
     「ＣＣＲ+CR,LF」 【ＲＥＭＯＴＥ】 
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   3-2-10.「ＲＣＡＳＴ+CR,LF」（Read Camera Auto Sequence Time） 
   AUTO SEQ. TIMEの設定値を返します。単位は秒です。 
     「００１+CR,LF」～「９９９+CR,LF」 【００１】～【９９９】 
 
   3-2-11.「ＲＣＴＦ+CR,LF」」（Read Character Title monitor Full） 
   TITLE MONITOR FULLの設定を返します。 
     「ＣＴＦＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＣＴＦＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-12.「ＲＣＴＭ+CR,LF」」（Read Character Title monitor Multi） 
   TITLE MONITOR MULTIの設定を返します。 
     「ＣＴＭＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＣＴＭＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-13.「ＲＣＴＶ+CR,LF」」（Read Character Title VCR output） 
   TITLE MONITOR VCR OUTPUTの設定を返します。 
     「ＣＴＶＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＣＴＶＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-14.「ＲＣＸ０１+CR,LF」～「ＲＣＸ１６+CR,LF」（Read Character title position Ｘ座標 ch.1～16） 
   各チャンネルのTITLE POSITIONのＸ座標（横）設定値を返します。 
     「０１+CR,LF」～「１７+CR,LF」 【０１】～【１７】 
 
   3-2-15.「ＲＣＹ０１+CR,LF」～「ＲＣＹ１６+CR,LF」（Read Character title position Ｙ座標 ch.1～16） 
   各チャンネルのTITLE POSITIONのＹ座標（縦）設定値を返します。 
     「０３+CR,LF」～「１２+CR,LF」 【０３】～【１２】 
 
   3-2-16.「ＲＥ０１+CR,LF」～「ＲＥ１００+CR,LF」（Read alarm Event memory） 
   アラームのEVENT MEMORYのDataを返します。 
     「ｃｈｙｙｍｍｄｄｈｈＭＭｓｓ+CR,LF」 
    ch＝チャンネルNo. yy＝年 mm＝月 dd＝日 hh＝時 mm＝分 ss＝秒 
 
   3-2-17.「ＲＥＮ+CR,LF」（Read Event Number） 
   ALARM EVENT NUMBERの設定を返します。 
     「ＥＮＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＥＮＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-18.「ＲＦ+CR,LF」（Read Freeze） 
   Freezeの状態を返します。 
     「ＦＯＮ+CR,LF」 Freeze On 
     「ＦＯＦ+CR,LF」 Freeze Off 
 
   3-2-19.「ＲＬ+CR,LF」（Read Lock） 
   Lockの状態を返します。 
     「ＬＯＮ+CR,LF」 Lock On 
     「ＬＯＦ+CR,LF」 Lock Off 
 
   3-2-20.「ＲＬＳＦ０１+CR,LF」～「ＲＬＳＦ１６+CR,LF」（Read Live channel Sequence Full ch.1～16） 
   各チャンネルのLIVE CHANNEL SEQUENCE FULLの設定を返します。 
     「ＳＫＩＰ+CR,LF」 【ＳＫＩＰ】 
     「ＬＩＶＥ+CR,LF」 【ＬＩＶＥ】 
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   3-2-21.「ＲＬＳＭ４Ａ+CR,LF」～「ＲＬＳＭ１６+CR,LF」（Read Live channel Sequence Multi 4A～16） 
   各チャンネルのLIVE CHANNEL SEQUENCE MULTIの設定を返します。 
     「ＳＫＩＰ+CR,LF」 【ＳＫＩＰ】 
     「ＬＩＶＥ+CR,LF」 【ＬＩＶＥ】 
 
   3-2-22.「ＲＬＶ０１+CR,LF」～「ＲＬＶ１６+CR,LF」（Read Live channel VCR ch.1～16） 
   各チャンネルのLIVE CHANNEL VCRの設定を返します。 
     「ＳＫＩＰ+CR,LF」 【ＳＫＩＰ】 
     「ＬＩＶＥ+CR,LF」 【ＬＩＶＥ】 
 
   3-2-23.「ＲＭ+CR,LF」（Read Mode） 
   MCS-1640の現在の状態を返します。 
     「ＣＡＳＦ+CR,LF」   単画面オートシケンスで動作中 
     「ＣＡＳＭ+CR,LF」   分割画面オートシケンスで動作中 
     「Ｃ０１+CR,LF」～「Ｃ１６+CR,LF」 カメラ ch. 
     「ＣＭ４Ａ+CR,LF」   カメラ４分割A 
     「ＣＭ４Ｂ+CR,LF」   カメラ４分割B 
     「ＣＭ４Ｃ+CR,LF」   カメラ４分割C 
     「ＣＭ４Ｄ+CR,LF」   カメラ４分割D 
     「ＣＭ９Ａ+CR,LF」   カメラ９分割A 
     「ＣＭ９Ｂ+CR,LF」   カメラ９分割B 
     「ＣＭ１６+CR,LF」   カメラ16分割 
     「Ｐ０１+CR,LF」～「Ｐ１６+CR,LF」 Playback ch． 
     「ＰＭ４Ａ+CR,LF」   Playback ４分割A 
     「ＰＭ４Ｂ+CR,LF」   Playback ４分割B 
     「ＰＭ４Ｃ+CR,LF」   Playback ４分割C 
     「ＰＭ４Ｄ+CR,LF」   Playback ４分割D 
     「ＰＭ９Ａ+CR,LF」   Playback ９分割A 
     「ＰＭ９Ｂ+CR,LF」   Playback ９分割B 
     「ＰＭ１６+CR,LF」   Playback 16分割 
     「Ａ０１+CR,LF」～「Ａ１６+CR,LF」 Alarm 保持中ch． 
     「ＢＹＰＡＳＳ+CR,LF」   VCR Bypass 
     「ＭＥＮＵ+CR,LF」   Menu表示中 
 
   3-2-24.「ＲＰＡ+CR,LF」（Read Playback Alarm） 
   CAMERA←P.Bの設定を返します。 
     「ＯＮ+CR,LF」  【ＯＮ】 
     「ＯＦＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-25.「ＲＳＭ+CR,LF」（Read Spot Monitor） 
   SPOT MONITORの設定を返します。 
     「ＳＭ０１+CR,LF」～「ＳＭ１６+CR,LF」 
 
   3-2-26.「ＲＴＤ+CR,LF」（Read Time & Date） 
   マルチプレクサ（MCS-1640）の日付＆時刻を返します。 
     「ｙｙ．ｍｍ．ｄｄ  ｈｈ：ＭＭ：ｓｓ+CR,LF」 
    ｙｙ＝年  ｍｍ＝月  ｄｄ＝日  ｈｈ＝時  ＭＭ＝分  ｓｓ＝秒 
 
   3-2-27.「ＲＴＳＤ+CR,LF」（Read Time Signal Display） 
   TIME SIGNAL DISPLAYの設定を返します。 
     「ＴＳＤＤ+CR,LF」 【Ｄ／Ｍ／Ｙ】 
     「ＴＳＤＭ+CR,LF」 【Ｍ－Ｄ－Ｙ】 
     「ＴＳＤＹ+CR,LF」 【Ｙ．Ｍ．Ｄ】 
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   3-2-28.「ＲＴＳＦ+CR,LF」（Read Time Signal monitor Full） 
   TIME SIGNAL MONITOR FULLの設定を返します。 
     「ＴＳＦＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＴＳＦＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-29.「ＲＴＳＭ+CR,LF」（Read Time Signal monitor Multi） 
   TIME SIGNAL MONITOR MULTIの設定を返します。 
     「ＴＳＭＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＴＳＭＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-30.「ＲＴＳＶ+CR,LF」（Read Time Signal VCR output） 
   TIME SIGNAL VCR OUTPUTの設定を返します。 
     「ＴＳＶＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＴＳＶＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-31.「ＲＶＬＭＯ+CR,LF」（Read Video Loss Monitor Out） 
   VIDEO LOSS MONITOR OUTの設定を返します。 
     「ＶＬＭＯＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＶＬＭＯＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-32.「ＲＶＬＶＯ+CR,LF」（Read Video Loss VCR Out） 
   VIDEO LOSS VCR OUTの設定を返します。 
     「ＶＬＶＯＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
     「ＶＬＶＯＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-33.「ＲＶＬＣ+CR,LF」（Read Video Live Color） 
   VIDEO LIVE COLORの設定を返します。 
     「００+CR,LF」～「１５+CR,LF」 【００】～【１５】 
 
   3-2-34.「ＲＶＰＣ+CR,LF」（Read Video Playback Color） 
   VIDEO P.B. COLORの設定を返します。 
     「００+CR,LF」～「１５+CR,LF」 【００】～【１５】 
 
   3-2-35.「ＲＶＲＣ+CR,LF」（Read Video Record Color） 
   VIDEO RECORD COLORの設定を返します。 
     「００+CR,LF」～「１５+CR,LF」 【００】～【１５】 
 
   3-2-36.「ＲＶＴＭ+CR,LF」（Read VCR Trigger Mode） 
   VCR TRIGGER MODEの設定を返します。 
     「ＶＴＭＨ+CR,LF」 【ＨＩＧＨ】 
     「ＶＴＭＬ+CR,LF」 【ＬＯＷ】 
     「ＶＴＭＯ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
 
   3-2-37.「ＲＶＴＦ+CR,LF」（Read VCR Trigger Field） 
   VCR TRIGGER FIELDの設定を返します。 
     「００２+CR,LF」～「９９９+CR,LF」 【００２】～【９９９】 
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4.ご注意 
 RS-485で使用の場合Commandの先頭にSlave Addressの番号を付けます。 
 Answer Backの先頭にもSlave Addressの番号が付きます。 

Commandの発行と同時にMCS-1640のフロントスイッチを操作されますと誤ったAnswerを 
返すことがあります。 
Commandの発行を連続で行う場合１００ｍseconds.以上の間隔をあけて下さい。 
Titleキャラクタ設定（ＣＡ Command）の発行を連続で行う場合５００mseconds.以上の間隔を 
あけて下さい。 
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ＡＳＣＩＩ ＣＯＤＥ表（１６進） 
 
SPACE  ０２０Ｈ     ａ    ０６１Ｈ     タ    ０Ｃ０Ｈ 
              ｂ    ０６２Ｈ     チ    ０Ｃ１Ｈ 
：    ０３ＡＨ     ｃ    ０６３Ｈ     ツ    ０Ｃ２Ｈ 
＜    ０３ＣＨ     ｄ    ０６４Ｈ     テ    ０Ｃ３Ｈ 
＞    ０３ＥＨ     ｅ    ０６５Ｈ     ト    ０Ｃ４Ｈ 
－    ０２ＢＨ     ｆ    ０６６Ｈ 
．    ０２ＥＨ     ｇ    ０６７Ｈ     ナ    ０Ｃ５Ｈ 
／    ０２ＦＨ     ｈ    ０６８Ｈ     ニ    ０Ｃ６Ｈ 
              ｉ    ０６９Ｈ     ヌ    ０Ｃ７Ｈ 
０    ０３０Ｈ     ｊ    ０６ＡＨ     ネ    ０Ｃ８Ｈ 
１    ０３１Ｈ     ｋ    ０６ＢＨ     ノ    ０Ｃ９Ｈ 
２    ０３２Ｈ     ｌ    ０６ＣＨ 
３    ０３３Ｈ     ｍ    ０６ＤＨ     ハ    ０ＣＡＨ 
４    ０３４Ｈ     ｎ    ０６ＥＨ     ヒ    ０ＣＢＨ 
５    ０３５Ｈ     ｏ    ０６ＦＨ     フ    ０ＣＣＨ 
６    ０３６Ｈ     ｐ    ０７０Ｈ     ヘ    ０ＣＤＨ 
７    ０３７Ｈ     ｑ    ０７１Ｈ     ホ    ０ＣＥＨ 
８    ０３８Ｈ     ｒ    ０７２Ｈ 
９    ０３９Ｈ     ｓ    ０７３Ｈ     マ    ０ＣＦＨ 
              ｔ    ０７４Ｈ     ミ    ０Ｄ０Ｈ 
Ａ    ０４１Ｈ     ｕ    ０７５Ｈ     ム    ０Ｄ１Ｈ 
Ｂ    ０４２Ｈ     ｖ    ０７６Ｈ     メ    ０Ｄ２Ｈ 
Ｃ    ０４３Ｈ     ｗ    ０７７Ｈ     モ    ０Ｄ３Ｈ 
Ｄ    ０４４Ｈ     ｘ    ０７８Ｈ 
Ｅ    ０４５Ｈ     ｙ    ０７９Ｈ     ヤ    ０Ｄ４Ｈ 
Ｆ    ０４６Ｈ     ｚ    ０７ＡＨ     ィ    ０Ａ８Ｈ 
Ｇ    ０４７Ｈ                   ユ    ０Ｄ５Ｈ 
Ｈ    ０４８Ｈ     ア    ０Ｂ１Ｈ     ェ    ０ＡＡＨ 
Ｉ    ０４９Ｈ     イ    ０Ｂ２Ｈ     ヨ    ０Ｄ６Ｈ 
Ｊ    ０４ＡＨ     ウ    ０Ｂ３Ｈ 
Ｋ    ０４ＢＨ     エ    ０Ｂ４Ｈ     ラ    ０Ｄ７Ｈ 
Ｌ    ０４ＣＨ     オ    ０Ｂ５Ｈ     リ    ０Ｄ８Ｈ 
Ｍ    ０４ＤＨ                   ル    ０Ｄ９Ｈ 
Ｎ    ０４ＥＨ     カ    ０Ｂ６Ｈ     レ    ０ＤＡＨ 
Ｏ    ０４ＦＨ     キ    ０Ｂ７Ｈ     ロ    ０ＤＢＨ 
Ｐ    ０５０Ｈ     ク    ０Ｂ８Ｈ 
Ｑ    ０５１Ｈ     ケ    ０Ｂ９Ｈ     ワ    ０ＤＣＨ 
Ｒ    ０５２Ｈ     コ    ０ＢＡＨ     ン    ０ＤＤＨ 
Ｓ    ０５３Ｈ                   ッ    ０ＡＦＨ 
Ｔ    ０５４Ｈ     サ    ０ＢＢＨ     ャ    ０ＡＣＨ 
Ｕ    ０５５Ｈ     シ    ０ＢＣＨ     ュ    ０ＡＤＨ 
Ｖ    ０５６Ｈ     ス    ０ＢＤＨ     ョ    ０ＡＥＨ 
Ｗ    ０５７Ｈ     セ    ０ＢＥＨ     ァ    ０Ａ７Ｈ 
Ｘ    ０５８Ｈ     ソ    ０ＢＦＨ     ォ    ０ＡＢＨ 
Ｙ    ０５９Ｈ                    ゙    ０ＤＥＨ 
Ｚ    ０５ＡＨ                    ゚    ０ＤＦＨ 


